（報告様式2-2）青字は注釈・例示等を示しています。
提出時は、青字・吹き出し等は全て削除してください。
知的財産や秘密情報に十分注意して記載してください。
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１．　ビジネスモデル仮説検証の目的
○○○○○○○・・・
３００字程度で簡潔にまとめてください。記載内容は、「（報告様式２－１)　２．ビジネスモデル仮説検証の目的）をそのまま引用してもかまいません。


２．　ビジネスモデル仮説検証の概要
○○○○○○○・・・
本プロジェクトでの活動全体について、目標、実施内容、達成度などを簡潔にまとめてください。
記載内容は、「（報告様式２－１)　３．ビジネスモデル仮説検証の概要）」をそのまま引用してもかまいません。
※図表掲載は不可で、文字のみ３００字程度でお願いします。
※機種依存文字の使用は避けてください


３．　活動内容と成果
＜活動内容と活動によって明らかになったこと＞
①（報告様式２－１）４．活動と成果（全研究開発実施期間）の　「４－２．活動内容」　と「４－３　活動によって明らかになったこと」を参考に、公開を前提にして箇条書きにまとめてください。（ひとつの内容につき100字程度が目安）。



②

③

＜最終的なビジネスモデル＞
①（報告様式２－１）４．活動と成果（全研究開発実施期間）の　「４－４．最終的なビジネスモデル（成果）」　を参考に、公開を前提にして箇条書きにまとめてください。（ひとつの内容につき100字程度が目安）。



②

③

[bookmark: _GoBack]
４．　プロジェクト終了後の事業化に向けた具体的な取り組み
○○○○○○○・・・
記載内容は、「（報告様式２－１）　７．プロジェクト終了後の事業化に向けた具体的な取り組み」の内容を、公開を前提とし２００字程度で簡潔にまとめてください。


